
令
和
四
年
度
第
二
回
拡
大
役
員
会
」
会
長 

境 

禎
一 

猛
暑
が
続
い
た
夏
も
終
わ
り
、
朝
夕
は
、
め
つ
き
り
秋
の
気
配

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
町
内
会
の
皆
様
に
は
、
ご

健
勝
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

日
頃
よ
り
、
町
会
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
行
事
予
定
】
十
一
月
に
入
り
、
今
年
も
余
す
と
こ
ろ
七
週
間

と
な
り
ま
し
た
。
月
日
の
経
つ
の
は
、
早
い
も
の
で
す
。
十
一
月

六
日
（
土
）
三
年
ぶ
り
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
「
杉
っ
子
ま
つ
り 

２
０
２
２
・
創
立
１
３
０
周
年
記
念
行
事
の
音
楽
フ
ェ
ス
」
は
、

晴
天
に
恵
ま
れ
千
名
を
超
え
る
沢
山
の
方
が
、
見
え
ま
し
た
。 

当
町
会
で
も
恒
例
の
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
・
シ
ャ
ボ
ン
玉
・
輪
投
げ

等
で
参
加
し
ま
し
た
が
、
好
調
な
売
り
上
げ
で
収
益
は
、
１
２
，

７
５
３
円
は
、
一
般
会
計
に
繰
入
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
役
員
の

皆
さ
ん
お
手
伝
い
頂
い
た
方
は
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

十
一
月
十
三
日
（
日
）
屋
上
整
備 

西
門
に
八
時
集
合
（
雨
天

順
延
） 

十
一
月
十
九
日
（
土
）
杉
三
小
学
校
主
催
で
「
創
立
１

３
０
周
年
記
念
式
典
」 

十
二
月
十
日
（
土
）
土
曜
授
業
で 

伝
統
文
化
の
日
（
一
～
二
年
生
＝
昔
遊
び
・
折
り
紙 

三
～
四

年
生
＝
百
人
一
首 

五
～
六
年
生
＝
伝
統
文
化
・
安
土
桃
山
時

代
と
茶
道
）
を
行
い
ま
す
。 

十
二
月
四
日
（
日
）
池
の
清
掃
（
集
合
八
時
） 

一
月
二
十
八

日
（
土
）
～
二
十
九
日
（
日
）
杉
三
小
展
覧
会
（
体
育
館
） 

二

月
十
八
日
（
土
）
ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
体
育
館
）
と
続
き

ま
す
。 

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
】 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
収
束
ど
こ
ろ
か
、
感
染
者

増
加
傾
向
に
あ
り
、
第
八
波
に
備
え
「
医
療
非
常
事
態
宣
言
」
を

出
す
こ
と
を
柱
に
仕
組
む
案
を
検
討
中
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
同
時
に
感
染
す

る
こ
と
を
「
フ
ル
ロ
ナ
」
と
云
う
そ
う
で
す
。 

【
町
内
の
動
き
】
令
和
四
年
度
は
、
町
内
で
新
生
児
の
誕
生
四

名
（
う
ち1

人
は
申
告
遅
れ
）
ご
逝
去
（
五
名
）
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
米
寿
者
五
名
・
喜
寿
者
五
名
で
し
た
。 

【
地
震
対
応
】
十
一
月
三
日
・
四
日
そ
し
て
、
九
日
午
後
五
時

四
十
分
頃 

少
し
大
き
め
な
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
茨
城
で
震

度
五
強
（
Ｍ
＝
４
．
９
）
で
し
た
。
政
府
は
「
北
海
道
・
三
陸
沖

後
発
地
震
注
意
情
報
」
と
し
て
、
来
月
十
六
日
発
令
さ
れ
ま
す
。

震
度
七
ク
ラ
ス
の
地
震
発
生
後
一
週
間
は
、
注
意
す
る
よ
う
新

対
策
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
地
震
・
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
起

こ
る
と
云
わ
れ
ま
す
か
ら
、
注
意
を
怠
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。 

 議
題 

一
・
防
災
関
連 

 
 
 
 
 

（
担
当 

狩
野 

文
雄
） 

一
）
高
円
寺
地
区
連
合
支
部
合
同
防
災
訓
練 

令
和
四
年
九
月
二
十
五
（
日
）
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
、

杉
並
第
三
小
学
校
校
庭
で
杉
並
消
防
署
高
円
寺
出
張
所
職

員
指
導
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

二
）
杉
並
第
三
小
学
校
震
災
救
援
所
訓
練 

令
和
四
年
十
月
二
十
二
日
（
土
）
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

杉
並
第
三
小
学
校
学
校
震
災
救
援
所
運
営
連
絡
委
員
の
指
導

の
も
と
、
杉
並
第
三
小
学
校
学
校
の
児
童
も
協
力
し
、
設

営
に
あ
た
っ
た
。
西
町
会
の
参
加
者 

１
５
名 

三
）
防
災
備
品
の
購
入
に
つ
い
て 

 
 

使
用
期
限
の
切
れ
た
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
交
換
し
、

杉
並
第
三
小
学
校
学
校
西
門
防
災
倉
庫
に
保
管
し
ま
し
た
。 

 
 

設
備
し
た
い
防
災
用
品
が
あ
れ
ば
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。 

四
）
今
後
の
予
定 

 
 

① 

杉
並
区
主
催
の
総
合
震
災
災
訓
練 

 

令
和
四
年
十
一
月
十
二
日
（
土
）
十
時
か
ら
十
二

時
三
十
分
、
桃
井
原
っ
ぱ
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

② 

新
築
さ
れ
た
高
円
寺
出
帳
所
新
庁
舎
見
学
会 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日
（
火
）
十
時
か
ら
開
催

さ
れ
ま
す
。 

           

 

 

２０２２年 

１１月 

２６３号 

 

 



二
・
町
会
費
集
金
状
況 

 

（
担
当 

山
田 

高
志
） 

 
 

令
和
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
「
班
別
町
会
費
集
金
状

況
」
を
提
示
し
、
今
年
内
、
若
し
く
は
，
令
和
五
年
二
月
末
ま
で

に
は
、
集
金
を
完
了
す
る
よ
う
お
願
い
ま
し
た
。 

三
・
環
境
衛
生
関
連 

 
 
 

（
担
当 

鶴
見 

康
正
） 

一
）
ゴ
ミ
集
積
所
の
一
部
を
戸
別
収
集
に
移
行 

杉
三
小
プ
ー
ル
下
と
か
え
る
公
園
前
の
ゴ
ミ
集
積
所 

を
廃
止
し
、
個
別
収
集
に
移
行
し
ま
し
た
。 

一
部
の
町
会
員
の
方
か
ら
、
町
会
の
戸
別
収
集
に
関 

し
て
問
合
せ
が
あ
り
ま
す
が
、
町
会
で
は
、
徐
々 

に
、
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
、
個
別
収
集
に
変
更
し
て 

い
く
方
針
で
す
。
何
卒
、
町
内
美
化
の
ご
協
力
を 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

二
）
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
及
び
折
り
畳
み
式
防
鳥
用
ボ
ッ
ク
ス 

カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
（
ブ
ル
ー
）
や
折
り
畳
み
式
防
鳥
用
ボ

ッ
ク
ス
（
グ
リ
ー
ン
）
の
設
置
の
要
望
が
あ
れ
ば
対
処
し

ま
す
。
又
、
古
く
な
り
破
損
し
て
い
る
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
や

折
り
畳
み
式
防
鳥
用
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
れ
ば
交
換
し
ま
す
。

会
長
又
は
環
境
衛
生
担
当
役
員
（
鶴
見
康
正
に
連
絡
し
て

下
さ
い
。 

三
）
ゴ
ミ
集
積
所
用
の
箒
・
塵
取
り
の
交
換 

ゴ
ミ
集
積
所
に
備
え
付
け
て
の
箒
や
塵
取
り
が
紛
失

や
破
損
し
て
い
る
と
き
に
は
補
充
・
交
換
し
ま
す
。
班
担

当
役
員
及
び
環
境
衛
生
担
当
役
員
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。 

四
） 

ゴ
ミ
収
集
ル
ー
ル
の
順
守
の
お
願
い 

年
末
・
年
始
に
な
り
ま
す
と
ゴ
ミ
が
多
量
に
出
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
添
付
の
「
ご
み
・
資
源
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー 

分
け
方
・
出
し
方
」（
抜
粋
）
を
参
考
に
し
て
、
分
別
・

曜
日
等
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ゴ
ミ
出
し
を
お
願
い
し
ま

す
。 

四
・
防
犯
犯
関
連 

 
 
 
 

（
担
当 

磯
崎 

隆
男
） 

詐
欺
メ
ー
ル
に
ご
注
意
を
（
生
活
安
全
相
談
セ
ン
タ
ー
記
事
） 

 

宅
配
業
者
を
装
っ
た
「
不
在
通
知
」
の
詐
欺
メ
ー
ル
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
情
報
が
不
正
に
使
用
さ
れ
、
別
の
手
口
の

詐
欺
行
為
を
受
け
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
十
分
注
意

が
必
要
で
す
。 

今
後
、
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
注
意
点
は
、 

・
心
当
た
り
の
な
い
メ
ー
ル
や
電
話
番
号
は
無
視
す
る
。 

・
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
も
安
易
に
ク
リ
ッ
ク
し
て

開
か
な
い
。 

・
迷
惑
メ
ー
ル
を
受
信
し
な
い
設
定
に
す
る
。 

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
電
話
番
号
を
変
更
す
る
。 

 

振
り
込
め
詐
欺
や
ア
ポ
電
等
の
被
害
も
増
え
て
い
ま
す
の
で
、

受
信
し
た
メ
ー
ル
に
少
し
で
も
違
和
感
を
感
じ
た
り
、
身
近
に

不
審
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
一
〇
番
に
通
報
す
る
。
又

は
、
お
近
く
の
警
察
署
、
交
番
等
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

五
・
町
会
へ
の
意
見
・
要
望
に
つ
い
て 

（
担
当 

樋
口 

志
津
子
） 

記
入
用
紙
を
添
付
し
、
自
由
に
ご
意
見
・
ご
要
望
を
記
入

し
提
出
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

六
．
年
末
・
年
始
夜
警 

 
 
 

（
担
当 

磯
崎 

隆
男
） 

「
令
和
四
年
度
年
末
年
始
夜
警
パ
ト
ロ
ー
ル
シ
フ
ト
」
表
を

添
付
し
、
参
加
で
き
る
月
日
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

 

十
一
月
・
十
二
月
行
事
日
程 

【
町
会
】 

第
二
回
拡
大
役
員
会 

十
一
月
十
二
日
（
土
） 

十
八
時 

 

ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館 

 

【
防
災
】 

区
総
合
震
災
訓
練 

十
一
月
十
二
日
（
土
）
十
時
～ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桃
井
原
っ
ぱ
公
園 

【
文
化
活
動
】 

書
道
同
好
会 

十
一
月
四
日
（
金
）・
十
八
日
（
金
） 

 

 
 
 
 
 
 

十
二
月
二
日
（
金
）・
十
六
日
（
金
） 

十
八
時
三
十
分
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館 

写
経
の
会 

十
一
月
九
日
（
火
）・
二
十
二
日
（
火
） 

 
 
 
 
 

十
二
月
十
三
日
（
火
）・
二
十
七
日
（
火
） 

 

十
九
時
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館 

【
学
校
支
援
本
部
】 

杉
並
第
三
小
学
校
屋
上
環
境
整
備 

十
一
月
十
三
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 
 

池
の
清
掃  

 
 

十
二
月
四
日
（
日
）
八
時 

杉
並
第
三
小
学
校
伝
統
文
化
の
日 

十
二
月
十
日
（
土
） 

【
パ
ト
ロ
ー
ル
】 

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
と
地
域
清
掃
活
動 

 

十
一
月
一
日
（
火
）・
十
一
日
（
金
） 

 
 

 

十
二
月
二
日
（
金
）・
十
二
日
（
月
） 

 

十
六
時
～ 

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル 

十
一
月
二
十
一
日
（
月
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

十
二
月
二
十
二
日
（
木
）
十
九
時
～ 

年
末
夜
警 

十
二
月
二
十
九
日
（
木
）
～
三
十
一
日
（
土
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
時
～
二
十
一
時 


